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炭

坑

の

暮

し

福
岡
県
嘉
穂
郡
稲
築
町
で
の
聞
き
書
き

香

月

靖

晴

}
、
稲
築
町
と
炭
坑

い
い
つ
か

や
ま
だ

稲
築
町
は
、
福
岡
県
旧
嘉
穂
郡

(現
飯
塚
市
・
山
田
市

・
嘉
穂
郡
八
町
)
の

中
央
部
に
位
置
し
、
旧
郡
内
の
二
市
五
町
に
境
を
接
す
る
。
町
の
中
央
を
南
北

に
、
飯
塚
市
か
ら
大
分
県
日
田
市
へ
の
国
道
二
一
一号
線
が
通
じ
、
交
通
量
も

ごと
う
じ

う
るし
お

多
い
。
鉄
道
も
、
石
炭
運
搬
の
た
め
に
発
達
し
、
国
鉄
後
藤
寺
線
と
漆
生
線
が

あ
り
、
旅
客
、
貨
物
共
輸
送
量
が
多
か
っ
た
。
今
、
漆
生
線
は
廃
止
路
線
に
あ

げ
ら
れ
て
い
る
が
、
町
民
の
反
対
運
動
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

町
の
中
央
部
を
、
こ
の
地
方
で
嘉
麻
川
と
呼
ぶ
遠
賀
川
本
流
が
北
流
し
、
支

流
の
山
田
川
が
合
流
す
る
。
こ
の
地
域
は
、確
碧
の
名
が
示
す
よ
う
に
、
こ
れ

24,103

21,729

〔表1〕 稲築町人口の変遷
注 昭和25年 以前は調査日
不明。
稲築町役場資料と『稲築
町誌 』から作成。

ら
の
川
の
両
岸
に
広
く
田
が
ひ
ら
け
た
穀
倉
地
帯
で
あ
っ
た
。
『
日
本
書
紀
』

の
安
閑
天
皇
二
年
の

漏雛
韓
創
」
も
、
こ
の
地
に
置
か
れ
た
と
説
く
人
も
あ
る
。

稲
築
町
は
、
昭
和
十
六
年

(
一九
四
一)
四
月
に
町
制
を
施
く
が
、
明
治
二
二

や
ま
の

く
ち
の
は
る

年

(
一
八
八
九
)
四
月
の
市
町
村
制
実
施
で

、
そ
れ
ま
で
の
山
野
・
口
春
・

いわ
さき
う
るし
お

さ
いだ

ひら
かも
お

岩
崎
・
漆
生
・
才
田
・
平
・
鴨
生
の
七
力
村
が
合
併
し
て
稲
築
村
に
な
り
、

そ
れ
ぞ
れ
が
現
在
の
大
字
で
あ
る
。
村
名
は
、
稲
を
敷
い
て
神
功
皇
后
の
一
行

を
迎
え
た
と
い
う
伝
説
が
あ
る
漆
生
の
稲
築
八
幡
宮
か
ら
と
り
、
役
場
を
中
心

部
の
岩
崎
に
お
い
た
。
当
時
の
町
勢
は
、
〔
表
1
〕
の
よ
う
に
戸
数
五
〇
五
戸
、

人
口
二
、
九
二
六
人
で
あ
っ
た
。

炭
坑
は
、
明
治
初
年
の
『
福
岡
県
地
理
全
誌
』
に
石
炭
砿
場
、
山
野
三
・
漆

た
ぬき
11
り

生
二
・
才
田
一
・
鴨
生
二
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
狸
堀
的
な
小
炭
坑
が
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
。
明
治
三
一年

(
一
八
九
八
)
高
野
江
基
太
郎
著
の
『
筑
豊
炭

砿
誌
』
に
は
、
山
野
に
坑
夫
約
三
百
人
、
借
区
坪
数
二
六
万
二
千
坪
の
嘉
穂
炭

坑
を
あ
げ
て
い
る
。
内
容
は

「明
治
二
九
年
二
月
中
開
坑
工
事
に
着
手
し
今
尚

其
の
工
事
中
に
あ
り
」
と
し
、
運
搬
に
は
「飯
塚
停
車
場
忠
隈
坑
炭
積
場
迄
凡

そ
七
百
三
十
間
の
間
亦
九
ポ
ン
ド
と
の
鉄
道
を
敷
き
」
と
あ
る
か
ら
、
現
在
の

穂
波
町
境
に
あ
つ
た
忠
隈
炭
坑
系
の
炭
坑
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
他
は
、
ま
だ
未

開
坑
借
区
の
状
況
だ
が
、
坑
区
は
〔
表
2
〕
の
よ
う
に
、
稲
築
町
全
体
に
わ
た

っ
て
い
る
。

稲
築
町
で
本
格
的
に
石
炭
産
業
が
発
展
す
る
の
は
、
中
央
か
ら
三
井
資
本
が

卜13一

人 口戸 数
世帯数年年号

2,45646911

2,92650522

3,43159531

4,648

治
1,68141

明

15,0654,026大正8

25,7915,12610

38,8657,55115

44,5148,81925

44,9049,841鵜 末
7,19645

12月 末

7,42957
4月 末

昭

和

や

ま



明
治
三
一
年
二
月
口
春
字
鼠
尾
に
第

一
坑
、
同
年
六
月
山
野
字
畝
割
に
第
二
坑

を
開
坑
し
て
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
後
、
三
井
の
外
、
三
菱
・
日
鉄
の
大
手
資
本

や
中
小
炭
坑
が
〔
表
3
〕
如
く
開
閉
坑
を
繰
り
返
す
。
そ
の
間
、
〔
表
1
〕
の

よ
う
に
町
勢
は
盛
ん
に
な
り
、
町
民
は
全
国
屈
指
の
村
で
あ
っ
た
し
町
で
あ
る

と
自
慢
し
た
。
戦
中
・
戦
後
は
、
食
糧
難
・
戦
災
・外
地
引
揚
な
ど
、
都
会
か

ら
も
多
く
の
人
々
が
特
に
大
手
炭
坑
に
職
を
求
め
、
文
化
面
で
も
ス
ポ
ー
ツ
面

で
も
著
し
く
向
上
し
た
。
三
井
山
野
鉱
の
社
会
人
野
球
チ
ー
ム
な
ど
、
筑
豊
の

運
動
・
文
化
サ
ー
ク
ル
が
全
国
的
に
活
躍
し
て
、
マ
ス
コ
ミ
を
に
ぎ
わ
し
た
。

昭
和
三
十
年

(
「
九
五
五
)
三
月
の
鳩
山
一
郎
内
閣
に
は

、
筑
前
炭
坑
々
主

西
田
隆
男
参
議
院
議
員
が
労
働
大
臣
に
就
任
し
た
。

し
か
し
、
昭
和
三
十
年
代
か
ら
の
炭
坑
閉
山
の
あ
ら
し
の
中
で
、
大
小
炭
坑

を
問
わ
ず
、
次
々
に
第
二
会
社
に
移
行
し
た
り
、
閉
山
し
て
い
く
。
悪
い
こ
と

に
、
昭
和
四
十
年
六
月
一
日
の
山
野
炭
坑
ガ
ス
爆
発
の
大
変
災
は
、
町
民
に
と

っ
て
精
神
的
だ
け
で
な
く
、
経
済
的
に
も
大
打
撃
で
あ
っ
た
。
昭
和
四
八
年
に

は
、
山
野
・
漆
生
両
鉱
業
所
の
閉
山
で
、
稲
築
町
内
か
ら
一
切
の
炭
坑
が
姿
を

消
し
、
町
内
に
は
沈
滞
の
空
気
が
深
ま
っ
て
い
く
。
町
行
政
を
始
め
と
し
て
、

企
業
誘
致
な
ど
に
努
め
る
が
、
期
待
し
た
程
の
成
果
は
あ
が
ら
ず
、
人
口
も
最

盛
期
の
半
分
以
下
の
現
況
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
町
民
の
意
欲
は
旺
盛
で
、
町

公
民
館
の
諸
活
動
は
、
近
隣
自
治
体
の
注
目
を
集
め
、
町
民
吹
奏
楽
団
や
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
な
ど
、
全
国
的
な
大
会
に
も
出
場
す
る
実
力
を
持
ち
続
け
て
い
る
。

字大借区坪数坑 主 人 名

山野

漆生、外1大 字

岩崎

平

口春、外1大 字

漆生 、外1大 字

鴨生、山野、外1大 字

山野

鴨生、岩崎、外3大 字

漆生 、外1大 字

山野 、外2大 字

山野

漆生

平、才田、漆生、外1大 字

836

423,200

421,651

333,768

105,210

59,802

201,427

478,867

155,229

191,477

609,996

26,258

62,962

314,882

荒 木 源 蔵

原 六 郎

原 田 吾 六

島 田 純 一

有 竹 福太郎
稲 石 秀 雄
三 菱 合資 会社

河 野 修 造

野見山 米 吉
小 寺 幸次郎

三井砿山合名会社

荒 牧 常次郎
永光利太郎他1名

徳 永 安兵衛

〔表2〕 明治30年 末、稲築町関係未開坑借区炭坑。
注 筑豊石炭砿業組合調。r筑 豊炭砿誌 』から。

明治40年 頃 三井山野鉱洗炭機とさん橋
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稲
築
町
の
炭
坑
は
〔
稲
築
町
地
図
〕
の
よ
う
に
、
旧
来
の
農
村
集
落
よ
り
山

間
部
寄
り
に
ひ
ら
か
れ
た
。
炭
坑
の
開
さ
く
が
始
る
と
、坑
口
に
近
い
所
に
事
務

所
が
置
か
れ
、
会
社
の
費
用
で
住
宅
が
建
て
ら
れ
、
上
水
道
・
浴
場
な
ど
が
設

置
さ
れ
た
。
住
宅
は
、
職
員
と
坑
員
で
は
、
位
置
も
間
取
り
も
違
い
、
前
者
は

役
人

(後
、
職
員
)
社
宅
と
呼
び
、
後
者
は
納
屋

(後
、
坑
員
社
宅
・
従
業
員

二
、
炭
坑
集
落

社
宅
)
と
い
っ
た
。
三
井
山
野
鉱
で
は
、
坑
員
を
坑
夫
と
職
工
に
分
け
て
住
ま

わ
せ
、
後
者
を
職
工
納
屋
と
呼
ん
だ
。
住
宅
の
割
り
当
て
は
、
勤
務
時
間
の
関

係
か
ら
、
坑
内
勤
務
と
坑
外
勤
務
に
分
け
る
こ
と
が
多
く
、
出
身
地
別
に
は
こ

だ
わ
ら
な
か
っ
た
。
住
宅
な
ど
の
管
理
は
、
労
務
課

(勤
労
課
と
い
っ
た
頃
も

あ
る
)
が
行
い
、
「行
商
人
な
ど
許
可
な
く
鉱
地
内
に
立
入
り
を
禁
ず
、
労
務

課

(坑
長
)
」
な
ど
の
立
札
も
見
ら
れ
た
。

炭
坑
住
宅
は
、
同
じ
型
式
の
長
屋

(
ハ
モ
ニ
カ
長
屋
と
呼
ん
だ
り
し
た
)
が

建
ち
並
ぶ
の
で
、
な
れ
た
人
で
も
何
棟
の
何
号
と
数
字
を
頼
り
に
行
か
ね
ば
、

〔表3〕 稲築町の主な炭坑の歴史

年 次 内 容 所在地

明

治

31

39

〃

42

45

〃

三井山野一坑 ・二坑開坑

三井漆生坑開坑(大 正10年 廃坑)

三井鴨生坑開坑(後 、三坑)

三菱鯖田五坑開坑

三井鉱山株式会社発足

三井漆生に二坑開坑(後 、四坑から一坑)

口春・山野

漆生

鴨生

鴨生

漆生

大

正

7

8

14

三井第五坑開坑(昭 和13年 第一小舟坑)

日鉄稲築坑開坑

三井山野一坑 ・二坑閉山

平

漆生

口春 ・山野

昭

和

11

〃

〃

13

14

19

20

25

27

30

〃

31

32

36

〃

37

38

〃

〃

〃

40

41

42

43

48

〃

筑前炭坑開坑

日本炭業KK、 新山野炭坑開坑

三井杉谷坑開坑

第二筑前炭坑開坑(西 田坑)

三井第一竪坑開 さく

三井漆生葉月坑開坑

共同石炭KK、 日吉鉱業所稲築へ移転

吉田鉱業KK、 辻炭坑開坑

三井第一竪坑完成

三菱五坑閉山、第二会社福菱五坑発足

三井第二竪坑開く

日鉄稲築鉱閉山

渡辺鉱業所稲築炭坑開坑

三井鉱山の第二会社漆生鉱業所発足

福菱五坑閉山

新山野鉱業所閉山

三井山野鉱業所閉山第二会社山野炭坑発足

佐々木興産KK、 鴨生炭坑発足(翌 年閉山)

辻鉱業所閉山

第二筑前炭坑閉山

山野炭坑ガス爆発、殉職者237名

三井山野第二会社小舟鉱業所閉山

渡辺鉱業所閉山

日吉鉱業所閉山

山野鉱業所閉山

漆生鉱業所閉山

口春

岩崎

漆生

鴨生

鴨生
漆生

才田

才田

鴨生
鴨生

鴨生

漆生

漆生

灘

鴨生
岩崎

鴨生

鴨生
才田

鴨生

鴨生

平

漆生
才田

鴨生

漆生

注:こ の表は、稲築町役場資料及びr稲 築町誌 』から作成。
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た
ず
ね
あ
ぐ
ね
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。

昭和33年 炭坑操業時 の稲築町

「

三井山野鉱第二竪坑附近から銭代坊社宅及び
漆生 ・岩崎方面を見る

三
井
漆
生
坑
で
は
、
戦
時
中
ま
で
炭

坑
の
周
囲
に
屏
を
立
て
、
有
刺
鉄
線
を

張
り
め
ぐ
ら
し
、
出
入
で
き
る
道
路
に

は
労
務
係
が
監
視
し
て
い
た
と
い
う
。

坑
夫
の
逃
亡
を
防
ぐ
意
味
も
あ
っ
た
ろ

う
が
、
戦
時
中
は
占
領
地
域
か
ら
連
れ

て
こ
ら
れ
た
捕
虜

(岩
崎
に
中
国
人
1

華
工
と
呼
ん
だ
ー
、
平
の
三
井
山
野
鉱

球
場
が
あ
っ
た
所
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
関

係
の
オ
ラ
ン
ダ
兵
な
ど
の
収
容
所
が
あ

り
、
炭
坑
の
労
働
を
さ
せ
ら
れ
た
。
筑

豊
の
大
手
炭
坑
に
、
政
府
1
軍
i
が
配

当
し
た
)
の
逃
亡
を
防
ぐ
た
め
だ
っ
た
ろ
う
と
も
い
う
。

捕
虜
に
関
し
て
は
、
戦
時
中
日
本
各
地
を
空
襲
で
焼
土
化
し
た
ア
メ
リ
カ
軍

爆
撃
機
B
29
が
、
敗
戦
直
後
は
、
捕
虜
収
容
所
上
空
を
超
低
空
で
飛
ん
で
、
落

下
傘
で
食
糧
品
な
ど
を
投
下
し
た
。
日
本
人
が
、
ひ
ろ
っ
て
自
分
の
物
に
す
る

と
殺
さ
れ
る
と
、
語
り
合
わ
れ
た
。
炭
坑
の
労
務
係
員
な
ど
の
中
に
は
、
捕
虜

に
反
感
を
持
た
れ
た
人
も
あ
っ
て
、
身
寄
を
頼
っ
て
遠
く
へ
身
を
隠
す
こ
と
も

あ
っ
た
。
逆
に
、
食
糧
難
で
悩
む
知
り
合
い
の
人
を
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
な
ど
を

持
っ
て
尋
ね
る
捕
虜
も
あ
っ
た
。
外
国
人
が
突
然
家
に
来
た
の
で
、
悪
い
こ
と

を
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
逃
げ
よ
う
と
し
た
が
、
そ
の
真
意
が
わ
か
っ
て
胸

を
な
で
お
ろ
し
た
経
験
を
持
っ
人
も
あ
る
。
戦
後
食
糧
難
は
、
捕
虜
に
食
糧
を

確
保
す
る
た
め
、
労
務
係
の
仕
事
は
大
変
だ
っ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
兵
の
肉
に
対
す

る
注
文
は
や
か
ま
し
く
、
肉
が
な
い
の
で
、
子
牛
の
肉
を
食
べ
さ
せ
た
と
こ
ろ
、

「す
ぐ
、
バ
レ
(わ
か
っ
て
)
て
」
、
ひ
ど
く
追
求
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
と

い
う
。
炭
坑
住
宅
は
、
旧
来
の
農
村
集
落
か
ら
離
れ
た
所
に
ま
と
め
て
建
設
さ
れ
、

一燭「
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農
村
集
落
と
は
全
く
異
質
で
、
生
活
条
件
も
違
っ
た
。
そ
う
し
た
こ
と
な
ど
か

ら
、
炭
坑
部
と
農
村
部
と
の
違
和
感
が
あ
り
、
農
村
部
の
人
た
ち
は
、
炭
坑
の

人
た
ち
を

「炭
坑
ン
者
」
と
か

「炭
坑
太
郎
」
と
、
社
会
的
に
一
段
低
い
視
点

で
呼
ん
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
ム
ラ
の
行
事
や
祭
り
に
も
参
加
で
き
な
か
っ
た
。
炭

坑
の
発
展
で
、
農
村
部
か
ら
炭
坑
で
働
く
人
が
次
第
に
増
え
た
が
、
差
別
的
な

意
識
は
な
か
な
か
ぬ
け
な
か
っ
た
。
商
店
街
は
、
炭
坑
と
と
も
に
発
展
し
て
他

か
ら
の
移
住
者
が
多
く
、
炭
坑
の
人
が
お
客
さ
ん
な
の
に
、

「炭
坑
ン
者
」
と

呼
ぶ
こ
と
が
あ
っ
た
。
一
方
、
三
井
山
野
鉱
の
枝
坂
社
宅
の
よ
う
に
大
手
炭
坑

の
上
級
職
員
は
、
収
入
も
多
く
学
歴
も
高
い
の
で
、
旧
来
の
農
村
部
の
人
た
ち

に
優
越
感
が
あ
っ
た
し
、
農
村
部
の
人
も

一
目
お
い
た
。

坑
夫
の
生
活
環
境
は
、
農
村
や
商
店
街
に
較
べ
て
ひ
ど
く
劣
悪
で
あ
っ
た
が
、

「赤
レ
ン
ガ
の
煙
突
の
立
っ
所
を
め
ざ
し
て
行
け
ば
、
腹
を
へ
ら
す
こ
と
は
な

い
」
と
、
働
ら
け
ば
何
と
か
暮
せ
る
所
で
も
あ
っ
た
。
集
っ
た
人
た
ち
は
、
出

身
地
の
方
言
を
使
っ
て
い
た
が
、
少
し
は
言
葉
が
通
じ
な
く
て
も
、
気
持
は
す

ぐ
に
と
け
あ
っ
た
。
住
居
・
光
熱
・
飲
料
水
費
は
無
料
に
等
し
く
、
隣
近
所
は

同
じ
よ
う
な
貧
し
い
生
活
環
境
で
、
特
に
見
え
を
は
る
必
要
も
な
く
、

「誰
か

が
困
っ
ち
ょ
る
と
思
う
た
ら
助
け
合
う
、
裸
の
つ
き
合
い
」
の
相
互
扶
助
的
意

識
が
強
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
地
底
で
常
に
生
命
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
働
か
ね

ば
な
ら
な
か
っ
た
、
厳
し
い
労
働
条
件
に
支
え
ら
れ
た
共
通
意
識
が
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。

炭
坑
に
は
、
〔
三
井
山
野
一
坑
・
二
坑
略
図
〕
の
よ
う
に
、
会
社
経
営
の
病

院
や
売
店
が
あ
り
、
娯
楽
施
設
の
ク
ラ
ブ
が
あ
っ
た
。
ク
ラ
ブ
は
、
役
人
と
坑

夫
は
別
の
建
物
で
、
そ
れ
ぞ
れ
で
活
動
写
真

(映
画
)
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
大

正
頃
は
無
声
映
画
で
、
弁
士
が
ろ
う
そ
く
の
明
り
で
台
本
を
見
て
し
ゃ
べ
っ
た
。

坑
夫
の
中
で
、
演
劇
の
好
き
な
人
た
ち
が
弁
士
を
つ
と
め
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

比
頃
は
、

「目
玉
の
松
ち
ゃ
ん
」
の
尾
上
松
之
助
の
全
盛
時
代
で
、岩
田
裕
吉
・

栗
島
す
み
子
も
人
気
が
あ
り
、
洋
画
で
は
ロ
イ
ド
や
チ
ャ
ツプ
リ
ン
が
活
躍
し

て
い
た
。
三
井
鉱

(山
野
・
口
春
時
代
)
で
は
、
芝
居
や
人
形
芝
居
、
祭
文
芝

居
、
連
鎖
劇
な
ど
、
坑
外
の
ゆ
る
や
か
な
斜
面
に
む
し
ろ
で
囲
い
を
作
り
、
木

戸
銭

(入
場
料
)
を
と
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
。
硬
式
野
球
の
グ
ラ
ン
ド
も
あ
り
、

役
人
に
は
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
も
あ
っ
た
。

三
菱
鯰
田
五
坑
は
、
明
治
四
二
年

(
一
九
〇
九
)
二
月
下
鴨
生
に
開
坑
し
た
。

飯
塚
市
の
鯰
田
本
坑
と
は
、
電
車
軌
道
で
石
炭
や
人
や
物
資
を
運
搬
し
た
。
今

の
有
松
病
院
の
所
か
ら
下
鴨
生
駅
に
か
け
て
、
坑
口
を
と
り
ま
い
て
事
務
所
・

工
場
に
炭
坑
住
宅
が
密
集
し
て
い
た
。
病
院
も
あ
っ
て
、
軽
い
傷
病
者
を
あ
つ

か
い
、
重
い
患
者
は
鯰
田
の
本
坑
病
院
に
送
っ
た
。
大
正
末
期
、
炭
坑
住
宅
は

一
・
二
・
三
区
に
分
れ
て
い
た
が
、
風
呂
は
一
つ
で
午
後
三
時
半
頃
か
ら
夜
九

時
頃
ま
で
だ
っ
た
。
時
間
外
の
風
呂
も
あ
っ
て
、
坑
内
か
ら
上
っ
て
来
た
人
だ

け
が
入
浴
で
き
た
。
ク
ラ
ブ
で
、
時
々
芝
居
や
活
動
写
真
が
あ
っ
て
、
炭
坑
の

人
は
札
を
も
ら
っ
て
無
料
だ
っ
た
が
、
部
外
者
は
少
し
金
を
払
っ
て
入
場
し
た
。

三
、
坑
夫
の
募
集

坑
夫
の
募
集
は
、
労
務
が
行
う
が
、
募
集
人
に
依
頼
す
る
こ
と
も
あ

っ
た
。

採
用
す
る
時
に
は
、
手
の
腹
を
見
て
、
そ
れ
が
硬
い
方
が
よ
か
っ
た
。
字
は
あ

ま
り
読
め
ず
、
書
け
な
い
方
が
よ
か
っ
た
。
中
等
学
校
出
身
な
ど
は
、

「
理
屈

ば
っ
か
り
ゆ
う
て
つ
ま
ら
ん
」
と
敬
遠
さ
れ
た
。
坑
夫
の
入
社
手
続
き
は
、
字

が
書
け
な
い
の
で
、
労
務
係
が
し
て
や
っ
た
。
独
身
者
は
、
独
身
寮
に
ま
と
め

て
入
寮
さ
せ
た
。
入
れ
墨
の
者
は
、
明
治
期
に
は
男
の
華
と
誇

っ
た
よ
う
だ
が
、

大
手
炭
坑
は
早
く
か
ら
採
用
し
な
く
な

っ
た
。

炭
坑
は
、
各
地
か
ら
の
寄
り
合
い
集
落
で
、
山
陰

・
山
陽

・
四
国

・
沖
縄

か
ら
も
多
く
や

っ
て
来
た
。
広
島
県
出
身
者
は
、
金
を
た
め
る
た
め
に
よ

く
働
い
た
と
い
う
。
し
か
し
、
せ
っ
か
く
た
め
た
金
を

一
夜
の
ば
く
ち
で
な
く

し
て
し
ま
い
、
か
え
っ
て
借
金
の
た
め
身
動
き
出
来
な
く
な
る
者
も
い
た
と
い

一獅一



.つ

o炭
坑
の

「
人
手
が
た
ら
ん
時
は
、
よ
そ
に
や
と
い
に
行
き
よ
っ
た
」
。
そ
の

時
、
労
務
係
が
会

っ
て
会
社
か
ら
の
金
を
貸
し
た
。
こ
れ
を
肩
入
れ
金
と
い
っ

て
、

「働
い
た
分
か
ら
か
つ
が
つ
取

っ
た
」

(賃
金
か
ら
差
し
引
く
)
。
坑
夫

引
き
抜
き
は
、
戦
後
も
あ

っ
て
、
バ
レ
ル

(
発
見
さ
れ
る
)
と
ひ
ど
い
リ
ン
チ

に
会

つ
た
。
戦
後
は
機
械
化
が
進
ん
で
次
第
に
な
く
な
る
が
、
特
に
開
坑
の
時

な
ど
、
腕
の
い
い
坑
夫
を
引
き
抜
こ
う
と
し
た
。

炭
坑
労
働
は
過
酷
で
、
生
活
環
境
は
低
劣
で
あ
っ
て
、
小
炭
坑
に
な
る
程
状

況
は
厳
し
か

っ
た
。
誰
し
も
、
少
し
で
も
人
間
ら
し
い
生
活
を
求
め
る
気
持
が

あ
っ
た
。
炭
坑
か
ら
逃
亡
す
る
こ
と
を

「
ケ
ツ
ワ
ル
」
と
い
い
、
夜
逃
げ
が
多

か
っ
た
。
男
が
背
負
え
る
程
度
の
品
物
を
持

っ
て
、

一
家
が
逃
げ
た
。
途
中
で

見
つ
か
る
と
連
れ
も
ど
さ
れ
、
労
務
で
絶
対
に
他
所
に
行
か
な
い
と
認
め
ら
れ

る
ま
で
、
ひ
ど
い
暴
力
が
ふ
る
わ
れ
た
。
公
衆
の
面
前
で
行
わ
れ
る
こ
と
も
多

く
、
他
の
坑
夫
へ
の
見
せ
し
め
も
あ

っ
た
。
夫
が
ケ
ツ
ワ
ツ
タ
あ
と
、
妻
子
が

残
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
会
社
の
目
を
ま
ど
わ
す
た
め
で
、会
社
に

「妻

子
が
い
る
か
ら
、
い
つ
か
帰

っ
て
来
る
だ
ろ
う
」
と
思
わ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
夫
か
ら
の
迎
え
の
連
絡
が
な
い
の
で
、
行
き
先
を
た
ず
ね
て
み
る
と
、

他
に
女
が
で
き
て
い
て
騒
動
に
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。

仕
事
を
早
退
す
る
こ
と
を

「
ノ
ソ
ン
」
と
い
っ
た
が
、
み
せ
し
め
の
暴
力
は
、

ノ
ソ
ン
を
含
め
怠
業
と
思
わ
れ
た
坑
夫
に
も
ふ
る
わ
れ
た
。
カ
ゼ
な
ど
で
寝
て

い
る
人
に
も
、
労
務
係

(
人
繰
り
と
呼
ぶ
所
も
あ
っ
た
)
が
強
制
的
に
就
労
さ

せ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
拒
否
す
る
者
に
は
、
労
務
の
事
務
所
に
引
き
出
さ
れ
て
、

ひ
ど
く
暴
力
が
ふ
る
わ
れ
た
。
こ
の
暴
力
的
傾
向
は
、
小
炭
坑
に
な
る
程
ひ
ど

〉
つ
こ
o

カ

ナ8

昭
和
に
入
る
と
朝
鮮
人
の
募
集
も
積
極
化
し
、
三
井
山
野
鉱
で
は
労
務
係
が

現
地
に
行

っ
て
募
集
し
、
朝
鮮
総
督
府
の
移
住
許
可
を
得
て
連
れ
て
来
た
。
募

集
の
宣
伝
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
が
役
立

っ
て
、
野
球
の
試
合
を
し
て
親
近
感
を
持

た
せ
た
と
い
う
。
戦
時
中
の
強
制
連
行
は
う
わ
さ
に
は
聞
く
が
、
実
証
的
な
話

に
は
聞
き
当
ら
な
か
っ
た
。

筆
者
の
中
学
校
(現
嘉
穂
高
校
)
の
一
年
先
輩
で
、
新
山
野
鉱
に
住
ん
で
い
た
、

た
か
は
る

李
余
禰

(日
本
名
木
村
高
明
)
さ
ん
の
思
い
出
は
強
い
。
一
時
間
を
歩
い
て
共

に
通
学
し
た
が
、
吉
川
英
治
の
小
説
な
ど
借
り
て
読
ん
だ
り
、
多
く
の
こ
と
を

教
え
て
い
た
だ
い
た
。
柔
道
部
員
で
強
く
、
学
業
成
績
も
優
れ
て
い
て
、
昭
和

二
十
年
、
久
留
米
工
業
専
門
学
校
を
受
験
し
て
落
ち
た
時
、

「自
信
が
あ
っ
た

と
に
、
朝
鮮
人
や
き
落
と
さ
れ
た
と
や
な
か
ろ
う
か
」
と
つ
ぶ
や
く
の
を
聞
い

た
時
、
ど
こ
に
も
特
っ
て
い
き
よ
う
の
な
い
怒
り
を
覚
え
た
記
憶
が
あ
る
。
同

年
敗
戦
後
の
秋
も
深
ま
っ
た
頃
、
帰
国
の
別
れ
に
一
夜
を
語
り
明
し
た
こ
と
も
、

つ
い
最
近
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
の
李
さ
ん
の
消
息
は
、
わ
か
ら
な
い
。

四
、
住

1
、
日
鉄
稲
築
鉱

(大
正
末
期
)

坑
夫
納
屋
を
成
績
の
良
い
者
と
、
そ
う
で
な
い
者
を
分
け
て
住
ま
わ
せ
た
。

成
績
の
良
い
者
が
住
む
家
を
、
通
称

「
ハ
ワ
キ
オ
ト
シ
」

(家
の
掃
除
を
す
る

時
、
ご
み
を
裏
庭
に
掃
き
捨
て
る
こ
と
が
で
き
る
構
造
な
の
で
、
そ
う
呼
ん
だ
)

と
い
い
、
六
畳
と
二
畳
の
畳
の
部
屋
に
板
張
り
半
畳
、
縦

・
横
そ
れ
ぞ
れ

一
間
・

一
問
半
の
炊
事
場
が
あ

っ
た
。
家
の
裏
側
は
雨
戸
を
使
い
、
八
人
位
は
生
活
で

き
た
。

「
ハ
ワ
キ
オ
ト
シ
」
に
移
る
こ
と
が
で
き
る
時
は
、
友
達
が
酒

一
升
を

持

っ
て
祝
い
に
来
て
く
れ
た
。

「
ハ
ワ
キ
オ
ト
シ
」
以
外
の
納
屋
は
、
畳

・
板
張
り
の
部
屋
は
か
わ
ら
ぬ
が
、

炊
事
場
は
な
い
。
裏
側
は
雨
戸
が
な
く
て
、
壁
の
中
央
部
を
横
に
〔
図
1
〕
の

よ
う
な
高
さ
六
十
セ
ン
チ
位
の
引
き
戸
が
あ

っ
た
。

部
屋
の
間
取
り
の
変
化
は
、
板
張
り
も
含
め
て
、
四
畳
半
と
二
畳
半
↓
六
畳

と
二
畳
半
↓
六
畳
と
四
畳
半
と
か
わ
る
。
戦
時
中
、
六
畳

・
四
畳

・
三
畳
の
三
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部
屋
に
な
り
、
六
軒
長
屋
か
ら
五
軒
長
屋
に
な
る
。

上
水
道
は
、
共
同
使
用
で
納
屋
の
外
に
あ
り
、
バ

ツ
ク
と
呼
ん
だ
。
家
の
中

で
は
、
タ
ゴ

(木
製
の
オ
ケ
)
に
た
め
て
、
竹
び
し
や
く
か
ガ
ガ

(木
製
の
曲

げ
も
の
)
で
汲
ん
だ
。
ク
ド

(
カ
マ
ド
の
こ
と
)
は
、
長
く
住
も
う
と
す
る
人

は
、
石
を
並
べ
泥
を
塗

っ
て
作
っ
た
。
石
炭
ガ
ン
ガ
ン

(
石
油
か
ん
の
上
を
抜

い
て
、
中
よ
り
少
し
下
に
棚
を
作
り
、
下
に
空
気
の
取
入
口
を
あ
け
る
)
で
煮

炊
き
す
る
人
も
あ
っ
た
。
後
に
、
会
社
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
ク
ド
を
作
っ
て

配
る
よ
う
に
な
る
。
燃
料
は
石
炭
ガ
ラ

(
石
炭
を
む
し
焼
き
し
た
も
の
)
で
、

会
社
で
作
っ
た
も
の
を
買

っ
た
。

部
屋
の
畳
替
え
は
、
入
社
し
た
時
会
社
が
整
え
て
く
れ
た
が
、
後
は
ド
ン
ゴ

ロ
ス

(黄
麻
で
編
ん
だ
も
の
)
や
、
こ
ぎ
を
敷
い
て
破
れ
た
所
を
覆

っ
た
。

便
所
は
、
長
屋
に
一
つ
附
属
し
て
い
る
共
同
便
所
で
、
当
番
で
掃
除
し
た
。

夜
は
暗
が
り
で
困
る
の
で
、
会
社
に
電
燈
を
つ
け
さ
せ
る
交
渉
も
し
た
。
汲
み

取
り
は
、
近
く
の
農
家
が
会
社
と
納
屋
の
組
長
の
許
可
で
行
っ
た
。
汲
取
料
は

無
料
だ
が
、
関
係
者
に
野
菜
や
米
な
ど
を
御
礼
に
持

っ
て
来
る
農
家
も
あ
っ
た
。

白の部分は 縦線の部分の板を連動して
板を固定 左右に移動させる

〔図1〕 引 き戸

ま
た
、
納
屋
の
人
の
中
に
は
、
近
く
に
少
し
ば
か
り
の
畠
を
作
っ
て
、
肥
料
に

す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

以
上
は
、
家
族
で
住
む
住
宅
だ
が
、
独
身
者
は
独
身
寮
に
入
れ
ら
れ
、
労
務

が
管
理
し
た
。

2
、
三
井
山
野
鉱

山
野
に
開
坑
時
の
坑
夫
納
屋
は
、
ワ
ラ
屋
根
の
六
畳
一
間
の
六
軒
長
屋
で
、

共
同
便
所
が
附
属
し
て
あ
っ
た
。
各
家
の
炊
事
場
は
、
粘
土
で
固
め
た
所
が
入

口
の
そ
ば
に
あ
っ
て
、
石
炭
ガ
ン
ガ
ン
で
煮
炊
き
し
た
。
役
人
社
宅
は
瓦
ぶ
き

で
、
最
低
三
部
屋
は
あ
っ
た
。
漆
生
・
鴨
生
に
移
っ
て
の
納
屋
の
間
取
り
は
、

〔
図
2
〕
の
よ
う
で
あ
る
。

電
燈
が
つ
い
た
の
は
、
大
正
八
年

(
一
九
一
九
)
で
、
そ
れ
以
前
は
石
油
ラ

ン
プ
や
カ
ン
テ
ラ
を
使
っ
た
。
石
油
ラ
ン
プ
は
、
ホ
ヤ
磨
き
が
大
変
だ
っ
た
し
、

カ
ン
テ
ラ
も
常
に
掃
除
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。

家
の
戸
締
り
は
、
盗
ら
れ
る
心
配
が
あ
る
貴
重
品
は
持
た
な
い
の
で
、
か
ぎ

を
か
け
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
し
、
隣
近
所
の
つ
き
合
い
も
緊
密
で
あ
っ
た
。

時
計
を
持
っ
て
い
る
家
も
少
な
く
、
出
勤
時
間
は
労
務
係
が
知
ら
せ
て
回
っ
た
。

三
井
山
野
鉱
で
、
納
屋
の
各
戸
に
便
所
が
つ
く
よ
う
に
な
る
に
は
、
昭
和
十
四

せ
ん
だ
い
ぼ
う

年
か
ら
十
六
年
に
出
来
た
銭
代
坊
社
宅
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
頃
、
会
社
が
納
屋

を
社
宅
と
呼
び
、
坑
夫
を
従
業
員
と
呼
ぶ
よ
う
に
指
示
す
る
。

飲
料
水
は
、
会
社
が
川
か
ら
ポ
ン
プ
で
汲
み
あ
げ
た
も
の
を
浄
化
し
て
給
水

し
た
。
炭
坑
内
だ
け
で
な
く
、
鉱
害
の
問
題
も
あ
っ
て
、
町
内
に
三
井
の
給
水

を
受
け
る
所
も
あ
っ
た
。
昭
和
に
入
る
と
、
石
炭
を
水
洗
い
し
た
水
を
川
に
流

す
の
で
、
遠
賀
川
は
黒
く
汚
濁
し
、
そ
の
た
め
黒
味
が
か
っ
た
水
が
出
る
こ
と

も
あ
っ
た
。

燃
料
は
、
会
社
が
作
っ
た
ガ
ラ
を
買
っ
た
が
、
山
野
の
頃
は
坑
内
の
木
枠
な

ど
の
切
れ
端
を
持
ち
帰
っ
て
使
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
戦
時
中
頃
か
ら
、
石
炭
の
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4畳半10戸 建 建坪30坪

・5K×2K国 6畳8戸 建 建坪42坪14K×3K

4畳 半10戸 建 建坪45坪15K×3K 6畳3畳6戸 建 建坪42坪

4畳 半8戸 建 建坪35坪14K×2.5K
6畳7畳4戸 建 建坪42坪14K×3K

6畳8戸 建 建坪42坪14K×3K

〔図2〕 三井山野鉱業所鉱夫社宅見取図8例
表記坪数のうち便所は含まない。三井山野鉱業所資料か ら。 6畳4畳 半8戸2階 建 建坪72坪 階下48坪 階上24坪



粉
を
小
さ
く
卵
型
に
固
め
た
豆
炭
が
使
わ
れ
た
。
豆
炭
は
三
井
鉱
関
係
だ
け
で

な
く
、
町
内
各
所
で
作
ら
れ
た
。
豆
炭
工
場
で
は
、
夕
方
か
ら
む
し
焼
き
に
し
、

一
晩
中
か
か
っ
て
煙
が
出
な
い
燃
料
に
す
る
た
め
、
夕
方
か
ら
町
内

一
帯
に
豆

炭
焼
の
煙
が
棚
引
い
た
。
秋
の
朝
、
深
い
霧
に
濡
れ
た
顔
を
ふ
く
と
、
タ
オ
ル

が
霧
の
核
に
な
っ
た
炭
塵
で
黒
く
汚
れ
た
。

3
、
新
山
野
鉱

昭
和
十
一年

(
一
九
三
六
)
か
ら
、
山
野
・
口
春
の
三
井
山
野
鉱
跡
に
一
坑
、

岩
崎
に
二
坑
、
山
野
に
三
坑
と
開
坑
す
る
が
、
開
坑
当
時
の
納
屋
は
、
六
畳
一

部
屋
に
押
入
一
つ
と
炊
事
場
が
あ
る
土
間
で
、
裏
は
雨
戸
・
障
子
の
六
軒
長
屋
、

共
同
便
所
で
あ
っ
た
。
戦
後
の
建
物
か
ら
部
屋
数
は
増
え
た
が
、
共
同
便
所
は

変
ら
な
か
っ
た
。

4
、
屋
内
の
神
仏

炭
坑
の
住
宅
は
、
会
社
の
経
営
計
画
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
最
大

限
坑
夫
と
家
族
が
寝
起
き
す
る
条
件
が
満
た
さ
れ
れ
ば
よ
か
っ
た
。

明
治
か
ら
大
正
、
昭
和
に
入
っ
て
も
納
屋
に
住
む
人
は
、
た
ん
す
な
ど
の
家

財
道
具
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
し
、
や
な
ぎ
こ
う
り
に
衣
類
な
ど
を
入
れ
る
程

度
で
あ
っ
た
。
毎
日
を
危
険
な
作
業
に
従
事
し
な
が
ら
も
家
の
中
に
、
神
仏
を

ま
つ
る
よ
う
な
世
帯
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
し
、
仏
壇
を
す
え
る
家
は
見
か
け

な
か
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
中
に
は
、
先
祖
の
位
は
い
を
ま
つ
っ
た
り
、
ク
ド

の
上
に
ち
ょ
っ
と
し
た
棚
を
作
っ
て
神
様
や
荒
神
さ
ん
を
ま
つ
り
、
お
ひ
か
り

(ろ
う
そ
く
)
や
、
お
ご
く

(御
飯
)
を
あ
げ
る
人
も
あ
っ
た
。

五
、
衣

坑
内
の
作
業
着
は
、
大
正
期
ま
で
男
は
ふ
ん
ど
し
、
女
は
坑
内
ベ
コ
と
い
っ

坑内からあがって(?)談 笑する坑婦たち
(場所不明)

ササ部屋で休憩する坑夫 ・坑婦たち
(場所不明)

 

て
腰
巻
の
短
い
も
の
を
つ
け
て
入
坑
し
た
。
パ
ン
ツ
式
の
も
の
を
は
い
て
下
る

人
も
あ
っ
た
。
作
業
中
は
、
汗
と
炭
粉
で
汚
れ
た
り
ま
つ
わ
り
つ
く
の
で
、
男

女
と
も
素
裸
で
仕
事
を
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
特
別
な
感
じ

を
持
つ
こ
と
も
な
か
っ
た
と
い
う
。

履
物
は
素
足
に
わ
ら
じ
ば
き
だ
っ
た
が
、
三
井
三
坑
(鴨
生
)
で
は
大
正
十
三

年
、
八
人
の
坑
夫
・
坑
婦
が
、
会
社
か
ら
地
下
た
び
を
試
験
的
に
は
い
て
く
れ

と
い
わ
れ
た
。
地
下
た
び
と
脚
絆
を
支
給
さ
れ
て
使
用
し
た
と
こ
ろ
、
安
全
で

あ
り
足
に
ぴ
っ
た
り
で
都
合
が
よ
い
の
で
、
皆
に
使
わ
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
と

い
う
。
昭
和
七
年
、
女
子
の
坑
内
作
業
禁
止
令
が
出
て
、
入
坑
で
き
な
く
な
る
が
、

特
別
に
入
坑
す
る
人
も
あ
っ
た
。
戦
時
中
、
坑
員
不
足
が
顕
著
に
な
る
と
、
一

時
女
子
の
入
坑
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
作
業
着
は
昔
の
坑
内
ベ
コ
一
枚
で
は
な

か
っ
た
。

家
に
居
る
時
の
普
段
着
は
夏
は
ゆ
か
た
、
冬
は
ど
て
ら

(た
ん
ぜ
ん
と
も
い

う
)
で
あ
っ
た
。
戦
時
中
で
も
、
ふ
ろ
帰
り
な
ど
男
が
ふ
ん
ど
し
だ
け
の
姿
が

トー4一



あ
っ
た
が
、
巡
査
が
見
つ
け
る
と
厳
し
く
し
か
り
つ
け
る
状
景
も
見
ら
れ
た
。

六
、
食

大
正
の
頃
、
坑
内
に
持
っ
て
行
く
弁
当
は
、
〔
図
3
〕
の
よ
う
な
ガ
ガ
に
御

飯
や
、
小
型
の
や
な
ぎ
ご
う
り
に
握
り
飯
を
つ
め
た
。
お
か
ず
は
、
漬
物
に
魚

の
干
物
程
度
で
あ
っ
た
。
家
庭
の
状
況
に
よ
っ
て
内
容
も
異
り
、
お
か
ゆ
を
竹

筒
に
入
れ
て
坑
内
に
さ
が
る
人
も
あ
っ
た
。
や
が
て
、
ア
ル
ミ
ニ
ュ
ー
ム
の
弁

当
箱
が
普
及
し
、
梅
千
を
入
れ
て
日
の
丸
弁
当
と
い
っ
た
り
、
大
型
の
も
の
を

土
方
弁
当
と
呼
ん
だ
。

食
事
の
時
間
は
、
職
種
と
勤
務
の
時
間
帯
で
違
う
が
、
大
正
の
頃
の
山
野
で

の
三
井
鉱
の
坑
内
夫
は
、
朝
食
は
四
時
頃
、
夕
食
は
五
時
頃
で
、
昼
食
は
仕
事

の
つ
こ
う
で
適
当
に
と
っ
た
と
い
う
。

仕
事
が
す
ん
で
家
に
帰
っ
て
も
、
こ
れ
と
い
う
楽
し
み
は
な
く
、
男
は
酒
を

飲
ん
で
食
っ
て
寝
る
だ
け
と
い
う
調
子
で
あ
っ
た
。
酒
は
ボ
ー
ブ
ラ
ビ
ン

(
フ

ラ
ス
コ
型
の
底
が
平
た
い
び
ん
)
と
い
う
ガ
ラ
ス
製
の
容
器
に
入
れ
、
七
厘
に

じ
か

(直
接
)
に
か
け
て
、
か
ん
を
つ
け
た
。
女
も
一
緒
に
仕
事
を
あ
が
る
が
、

帰
り
に
買
物
を
し
て
炊
事
を
す
る
。
し
か
し
、
特
別
な
料
理
が
で
き
る
わ
け
で

な
く
、

「わ
が
い
い
ご
と
し
よ
っ
た
」
。
主
婦
は
さ
ら
に
、
子
育
て
・
近
所
づ

き
あ
い
と
休
む
暇
も
な
か
っ
た
が
、
彼
女
ら
は
し
た
た
か
に
生
き
た
。

大
正
の
頃
の
物
価
は
、
三
十
銭
あ
れ
ば
飯
塚
に
行
き
活
動
写
真
を
見
て
、
帰

り
に
ウ
ド
ン
を
食
べ
、
酒
の
カ
ン
ビ
ン
一
本
が
飲
め
た
。
当
時
は
、
「ひ
よ
こ
」

〔図3〕 ガ ガ

や
「千
鳥
饅
頭
」
の
名
は
聞
か
ず
、
今

の
飯
塚
本
町
商
店
街
の
有
田
陶
器
店
の

前
あ
た
り
に
、
九
州
堂
と
い
う
ま
ん
じ

ゅ
う
屋
が
あ
っ
て
、
破
れ
ま
ん
じ
ゅ
う

が
お
い
し
か
っ
た
と
い
う
。

日
常
の
食
べ
物
は
、
主
に
炭
坑
の
売
店
で
購
入
し
た
。
た
ま
に
は
、
ワ
ラ
ビ
・

ゼ
ン
マ
イ

・
山
イ
モ
な
ど
近
く
の
山
に
採
り
に
行
く
こ
と
も
あ

っ
た
。
山
イ
モ

掘
り
は
、
炭
坑
の
技
術
を
生
か
し
て
上
手
な
人
も
あ
っ
た
。
夜
、
川
に
魚
を
取

り
に
行
く
こ
と
も
あ
っ
た
。

「
魚
が
じ
っ
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
じ
わ

っ
と
近

よ
り
、
の
こ
ぎ
り
の
背
で
た
た
い
て
」
取
っ
た
り
、
も
り
で
突
い
た
り
し
た
。

七
、
生
産

三
井
山
野
鉱
業
所
の
戦
前
の
機
構
は
、
〔
表
4
〕
の
よ
う
で
従
業
員
を
職
員

と
雇
員
に
わ
け
、
雇
員
の
中
か
ら
優
れ
た
者
を
特
選
従
業
員
と
し
た
が
、
職
員

に
は
な
れ
な
か
っ
た
。
昭
和
十
六
年
に
技
術
員
養
成
所
が
で
き
、
一
年
間
の
学

業
を
卒
業
す
る
と
職
員
に
な
っ
た
。
第
一
期
の
卒
業
生
は
四
人
で
あ
っ
た
。
二

期
生
か
ら
人
数
は
増
え
る
が
、
四
年
位
で
廃
止
さ
れ
た
。

作
業
現
場
の
指
揮
系
列
は
、
工
手
長

↓

工
手

↓

小
頭

↓

坑
夫
と
呼
ば

れ
て
い
た
の
が
、
係
長

↓

上
席
係
員

↓

係
員
↓

従
業
員
と
改
ま
る
。

出
勤
の
手
順
は
、
坑
外
従
業
員
は
各
自
、
労
務
課
を
経
て
直
接
職
場
に
行
っ

て
着
到

(出
勤
確
認
)
を
つ
け
る
。
坑
内
従
業
員
は
、
入
坑
時
刻
前
に
繰
込
場

に
集
り
、
所
持
品
な
ど
の
検
査
を
う
け
、
ア
リ
ツ
ケ
と
呼
ぶ
担
当
係
員
の
作
業

ふ
り
分
け
が
行
わ
れ
て
入
坑
し
た
。
オ
ノ
・
ノ
コ
・
ツ
ル
ハ
シ
・
エ
ビ
ジ
ヨ
ウ

〔表4〕 三井山野鉱業所職制表

(戦 前)
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ケ
な
ど
の
作
業
用
具
は
、
各
人
の
自
弁
で
あ
っ
た
。
照
明
は
、
カ
ン
テ
ラ
の
頃

は
自
弁
だ
っ
た
が
、
キ
ャ
ッ
プ
ラ
ン
プ
に
な
る
と
、
坑
夫
個
人
で
は
負
担
で
き

な
い
し
、
キ
ャ
ッ
プ
室
で
充
電
し
て
入
坑
前
に
渡
し
た
。
キ
ャ
ッ
プ
ラ
ン
プ
は
、

十
二
時
間
位
が
使
用
限
度
で
、
キ
ャ
ッ
プ
ラ
ン
プ
の
受
渡
し
・
受
取
り
が
入
・

昇
坑
の
証
明
に
も
な
っ
た
。

坑
内
作
業
は
、
炭
層
の
状
況
な
ど
で
当
り
は
ず
れ
が
あ
る
の
で
、
坑
夫
が
条

件
の
良
い
所
に
当
ろ
う
と
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
当
り
場
所
に
よ
っ
て
、
能

率
も
賃
金
も
違
う
の
で
、
有
利
な
個
所
に
割
り
当
て
て
も
ら
お
う
と
、
係
員
に

贈
り
物
を
し
て
便
宜
を
は
か
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。
採
炭
は
、

二
人
か
ら
四
人
で
組
を
作
っ
て
作
業
を
し
た
。
責
任
感
が
あ
っ
て
技
術
が
優
れ

た
人
を
先
山
と
い
っ
て
石
炭
を
堀
っ
た
。
他
は
、
あ
と
む
き
と
い
っ
て
石
炭
の

運
搬
・
積
込
や
補
助
的
な
仕
事
を
し
た
。

坑
内
で
の
問
題
点
の
一
つ
と
し
て
、
大
・
小
便
の
処
理
が
あ
っ
た
。
便
所
の

施
設
が
な
い
の
で
、
坑
道
の
隅
で
行
う
。
少
し
入
れ
ば
真
ッ
暗
闇
だ
か
ら
、
人

か
ら
見
ら
れ
る
こ
と
ぽ
な
(
。
し
、か
し
、
排
せ
つ
物
の
匂
い
は
消
せ
ず
、
小
便

三井山野坑、斜坑の本坑道(何 坑かは不明)

三井山野坑竪坑から入坑する従業員

は
通
風
の
悪
い
所
で
は
塩
分
の
匂
い
が
し
、
大
便
は
枠
の
根
元
に
し
て
土
を
か

ぶ
せ
た
が
、
匂
い
が
ひ
ど
か
っ
た
。
坑
内
で
も
ハ
イ

(
ハ
エ
)
が
い
て
、
そ
ば

を
通
る
と
ハ
イ
が
口
の
中
に
入
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
も
戦
後
は
条

件
が
少
し
は
良
く
な
り
、
大
便
だ
け
は
汲
み
取
り
に
か
わ
る
。

賃
金
の
計
算
は
、
採
炭
は
切
賃
と
い
っ
て
、
作
業
現
場
毎
に
一
函

(炭
車
一

台
)
い
く
ら
と
決
め
、
積
増
し
、
不
足
分
、
ボ
タ

(不
燃
物
)
を
差
引
き
計
算

し
て
手
取
り
賃
金
を
決
め
た
。
炭
車
に
は
〔写
真
〕
の
よ
う
な
炭
札
を
つ
け
て
、
掘

っ
た
人
の
確
認
を
し
た
が
、
時
に
は
不
心
得
者
が
い
て
札
を
す
り
替
え
る
者
も

あ
っ
た
。
掘
進

(坑
道
を
掘
り
進
む
仕
事
)
・
仕
繰

(坑
道
の
枠
を
入
れ
る
仕

事
)
は
、
一
般
に
出
来
高
払
い
で
、
十
五
日
毎
に
跡
間
取
り
と
い
っ
て
、
そ
の

間
の
作
業
の
出
来
高
を
係
員
が
調
査
し
、
当
初
の
契
約
に
照
ら
し
て
賃
金
を
支

払
っ
た
。

坑
内
夫
の
賃
金
は
、
三
井
山
野
鉱
で
昭
和
七
年
頃
、
採
炭
は
午
前
三
時
頃
坑

内
に
さ
が
り
・
夕
方
四
時
頃
あ
が
っ
て
、
一
日
一
円
二
十
銭
位
だ
っ
た
。
坑
外

の
選
炭
帰
で
・
十
二
時
間
働
い
て
二
七
銭
だ
っ
た
。
大
正
十
三
年
頃
は
、
採
炭

(
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